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藤沢市個人情報保護制度運営審議会答申第２９７号

２００８年２月１４日

（平成２０年）

藤沢市長 山 本 捷 雄 様

藤沢市個人情報保護制度

運営審議会会長 横山弘美

院内感染防止対策に関することに係る個人情報を目的外に提供す

ること及び目的外に提供することに伴う本人通知の省略並びにコ

ンピュータ処理について（答申）

２００８年２月５日付けで諮問（第２９８号）された院内感染防止対策に関する

ことに係る個人情報を目的外に提供すること及び目的外に提供することに伴う本人

通知の省略並びにコンピュータ処理について次のとおり答申します。

１ 審議会の結論

(1) 藤沢市個人情報の保護に関する条例（平成１５年藤沢市条例第７号。以下

「条例」という。) 第１２条第２項第４号の規定による目的外に提供する必要

性があると認められる。

(2) 条例第１２条第５項の規定による目的外に提供することに伴う本人通知を省

略する合理的理由は，「３ 審議会の判断理由」の(2)に述べるところにより認

められる。

(3) 条例第１８条の規定によるコンピュータ処理をする必要性があると認められ

る。

２ 実施機関の説明要旨

実施機関の説明を総合すると，本事務を執行するに当たり必要な個人情報を目

的外に提供する必要性及び目的外に提供することに伴う本人通知を省略する合理

的理由並びにコンピュータ処理をする必要性は次のとおりである。

(1) 諮問に至った経過

ア 平成１８年６月「良質な医療を提供する体制の確立を図るための医療法等

の一部を改正する法律」が成立し，医療法第６条の１０に基づき，安全管理
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や院内感染対策のための体制整備が全ての医療機関に義務づけされた。

厚生労働省では，平成１２年度より院内感染サーベイランス事業（以下

「本サーベイランス」という。）を実施し，各医療機関における院内感染対

策を支援してきたが，今般，本サーベイランスについては，医療法の改正を

踏まえ，各医療機関内において実施される院内感染対策の推進を目的とした

改善方策を支援する観点から，医療機関等への還元情報の見直しを行うこと

となり，原則として２００床以上の病院を対象に本サーベイランスの参加医

療機関を募ることとなった。

本サーベイランスは，参加医療機関からの院内感染に係るデータを基に，

院内感染対策に問題となりうる主要な薬剤耐性菌（メチシリン耐性黄色ブド

ウ球菌，バンコマイシン耐性陽球菌，多剤耐性緑膿菌，ペニシリン耐性肺炎

球菌，バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌）の感染発生動向を調査し，その

対策を支援・助成するとともに，検出される各種細菌の検出状況や薬剤感受

性パターンの動向等を全般的に把握し，新規耐性菌の早期検出等を目的とし

ている。

市民病院における感染防止対策については，医療支援部に医療安全対策室

を設けるとともに感染管理認定看護師を配置し，院内におけるサーベイラン

スを実施しているが，本サーベイランスに参加することにより院内感染に係

る適切な指導や情報を得ることができるとともに地域の基幹病院として，地

域社会の疾病や伝染病を予防し，公衆衛生の向上に寄与するためにも本サー

ベイランスに参加することとした。

イ 参加するサーベイランス

(ｱ) 検査部門サーベイランス

(ｲ) 全入院患者部門サーベイランス

(ｳ) 集中治療室（以下「ＩＣＵ」という。）部門サーベイランス

ウ 参考

(ｱ) サーベイランスとは，特定の疾患や出来事についての発生分布や原因に

関するデータを継続的，組織的に収集，統合，分析し，結果を改善するこ

とができる人々に，必要な情報をタイミングよく提供することである。

(ｲ) サーベイランスの目的は，感染症の発生状況を知り，現在の感染対策を

改善していくことである。

(2) 個人情報を目的外に提供する必要性について

本サーベイランスは，院内感染サーベイランス事業実施要綱（平成１９年２

月２２日制定）に基づき，参加医療機関から提出されたデータを基に，院内感

染対策に問題となりうる主要な薬剤耐性菌の感染発生動向を調査し，その対策

を支援するとともに，新規耐性菌の早期検出等を目的としており，検査部門サ



3

ーベイランスにおいては，参加医療機関における各種細菌の検出状況や薬剤感

受性パターンの動向等を全般的に把握するため，培養陰性検体を含めた細菌検

査に関わる全てのデータの提出を行うこととなる。今回，市民病院が本サーベ

イランスに参加することで，他医療機関とのデータを比較し，院内における感

染対策を評価することができるほか，提出データの精査・解析には，学識経験

者からなる院内感染対策サーベイランス運営委員会及び国立感染症研究所が関

与することから，感染症が発生した際，近隣の状況把握や対応策などの的確な

情報を得ることができ，効果的な感染対策の実施が可能となることからも目的

外提供する必要性があるものである。

(3) 個人情報の提供先及び提供する個人情報について

ア 提供先

厚生労働省医政局指導課

イ 提供する個人情報の項目

(ｱ) 検査部門サーベイランス

ⅰ 調査対象 ⅱ 調査機関コード ⅲ 患者ＩＤ

ⅳ 入院・外来の区別 ⅴ 検査材料名 ⅵ 検体提出日（受付日）

ⅶ 検体番号付加フラグ１ ⅷ 検体番号

ⅸ 検体番号付加フラグ２

ⅹ バージョン情報

（Ａ菌コード，Ｂ菌，Ｃ菌，Ｄ菌，Ｅ菌，A-1薬剤名，A-1検査方法，

A-1仕切法，A-1MIC，A-1阻止円径，A-1判定(SIR)，A-1判定(+)，A-2～

A-30，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ）

(ｲ) 全入院患者部門サーベイランス

ⅰ 入院患者数

(ⅰ) 新規入院患者数 (ⅱ) 前月繰越入院患者数

ⅱ 感染症発症患者

(ⅰ) 患者識別番号 (ⅱ) 年齢 (ⅲ) 性別 (ⅳ) 薬剤耐性菌名

(ⅴ) 感染症名 (ⅵ) 検体名 (ⅶ) 新規・継続の区別 (ⅷ) 報告日

(ⅸ) 入院日 (ⅹ) 検査日 (ⅹⅰ) 診療科 (ⅹⅱ) 病棟

(ｳ) 集中治療室部門サーベイランス

ⅰ 熱傷患者を除く全入室患者

(ⅰ) 患者識別番号 (ⅱ) 入室日時 (ⅲ) 退室日

ⅱ 熱傷患者を除く感染症発症患者

(ⅰ) 患者識別番号 (ⅱ) 入室日時 (ⅲ) 退室日

(ⅳ) 感染症発症日 (ⅴ) 感染症の種類 (ⅵ) 原因菌

(ⅶ) 感受性試験結果
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(4) 目的外に提供することに伴う本人通知の省略について

全入院患者サーベイランス及びＩＣＵ部門サーベイランスの対象となる薬剤

耐性菌は医療関連感染の中でも治療が難しい薬剤耐性感染症であり，個人情報

を目的外に提供することに伴う趣旨説明等により患者が精神的に不安に陥りそ

の後の診療に支障をきたす可能性があることからも個人情報を目的外に提供す

ることに伴う本人への通知は省略する。

また，検査部門サーベイランスについては，対象となる細菌検査実施患者が

約８００人／月と推定され，現状の業務体制において事前に説明し同意を得る

ことは外来待ち時間等に影響が及び，診療に支障をきたすことから個人情報を

目的外に提供することに伴う本人への通知は省略する。

なお，本サーベイランスの参加についてはホームページに掲載するほか院内

掲示するとともに，差し止め請求ができる旨も併せて周知する。

(5) コンピュータ処理する必要性

ア コンピュータ処理する必要性

データの提出方法については，院内感染対策サーベイランス事業実施要綱

に基づき，国から配布される入力支援ソフトを用いてＷｅｂ送信する。

検査部門サーベイランスについては，実務担当者として国へ届出している

細菌検査室の検査技師が細菌検査システムから暗号化されたデータを抽出す

る。抽出したデータは磁気媒体（ＭＯ）に提出用の共通フォーマットで取り

込み，検査技師立ち会いのもと，医療安全対策室から厚生労働省医政局指導

課へ送信する。抽出データを取り込んだ磁気媒体については，送信後，デー

タ廃棄する。

全入院患者部門サーベイランス及び集中治療室サーベイランスについては，

実務担当者として国へ届出している感染管理認定看護師がデータを収集し，

国で開発した入力支援ソフトを用いて提出用フォーマットにデータを入力後，

厚生労働省医政局指導課へ送信する。

イ システムの機器構成

医療安全対策室に設置されている機器 パソコン１台・プリンター１台

ウ 安全対策及び日常的な処理体制について

藤沢市コンピュータシステム管理運営規程及び藤沢市民病院情報セキュリ

ティポリシーに基づき運用するとともに，ユーザーＩＤ及びパスワードの設

定でアクセス制限，処理権限を設定する。また，送信データはＳＳＬによっ

て暗号化されるとともに，データを送信する担当者は，事前に国へ届け出を

している者に限定する。

なお，本業務の管理責任者を医療安全対策室長とし，業務処理を行う事務

室は，職員の退庁とともに施錠し，鍵は職員の出勤時まで警備員室で管理す
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る。

(6) 実施時期

２００８年３月実施予定

(7) 添付書類

ア 院内感染対策サーベイランス事業実施要綱

イ 院内感染対策サーベイランス実施マニュアル

ウ 院内感染サーベイランスログイン画面

エ 全部門共通箱ひげ図

オ 検査部門フォーマットの概要

カ 全入院患者部門サーベイランスの流れ・入力画面

キ 集中治療室部門サーベイランスの流れ・入力画面

ク システム構成図

ケ 医療法抜粋

コ 個人情報取扱事務届出書

３ 審議会の判断理由

当審議会は，次に述べる理由により，審議会の結論(1)から(3)までのとおりの

判断をするものである。

(1) 目的外に提供する必要性について

本サーベイランスは，院内感染サーベイランス事業実施要綱に基づき，参加

医療機関から提出されたデータを基に，院内感染対策に問題となりうる主要な

薬剤耐性菌の感染発生動向を調査し，その対策を支援するとともに，新規耐性

菌の早期検出等を目的としており，検査部門サーベイランスにおいては，参加

医療機関における各種細菌の検出状況や薬剤感受性パターンの動向等を全般的

に把握するため，培養陰性検体を含めた細菌検査に関わる全てのデータの提出

を行うこととなる。今回，市民病院が本サーベイランスに参加することで，他

医療機関とのデータを比較し，院内における感染対策を評価することができる

ほか，提出データの精査・解析には，学識経験者からなる院内感染対策サーベ

イランス運営委員会及び国立感染症研究所が関与することから，感染症が発生

した際，近隣の状況把握や対応策などの的確な情報を得ることができ，効果的

な感染対策の実施が可能となる。

以上のことから判断すると，個人情報を目的外に提供する必要性があると認

められる。

(2) 目的外に提供することに伴う本人通知を省略する合理的理由について

全入院患者サーベイランス及びＩＣＵ部門サーベイランスの対象となる薬剤

耐性菌は医療関連感染の中でも治療が難しい薬剤耐性感染症であり，個人情報
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を目的外に提供することに伴う趣旨説明等により患者が精神的に不安に陥りそ

の後の診療に支障をきたす可能性がある。

また，検査部門サーベイランスについては，対象となる細菌検査実施患者が

約８００人／月と推定され，現状の業務体制において事前に説明し同意を得る

ことは外来待ち時間等に影響が及び，診療に支障をきたす。

なお，実施機関では，本サーベイランスの参加についてはホームページに掲

載するほか院内掲示するとともに，差し止め請求ができる旨も併せて周知する

こととしている。

以上のことから判断すると，個人情報を本人以外のものから収集すること及

び目的外に利用することに伴う本人通知を省略する合理的理由があると認めら

れる。ただし，全入院患者サーベイランス及びＩＣＵ部門サーベイランスにお

いて，通知をしても診療に支障を来すおそれのない者については通知をするこ

とを条件とするものである。

(3) コンピュータ処理の必要性について

ア コンピュータ処理の必要性について

データの提出方法については，院内感染対策サーベイランス事業実施要綱

に基づき，国から配布される入力支援ソフトを用いてＷｅｂ送信する。

検査部門サーベイランスについては，実務担当者として国へ届出している

細菌検査室の検査技師が細菌検査システムから暗号化されたデータを抽出す

る。抽出したデータは磁気媒体（ＭＯ）に提出用の共通フォーマットで取り

込み，検査技師立ち会いのもと，医療安全対策室から厚生労働省医政局指導

課へ送信する。抽出データを取り込んだ磁気媒体については，送信後，デー

タ廃棄する。

全入院患者部門サーベイランス及び集中治療室サーベイランスについては，

実務担当者として国へ届出している感染管理認定看護師がデータを収集し，

国で開発した入力支援ソフトを用いて提出用フォーマットにデータを入力後，

厚生労働省医政局指導課へ送信する。

以上のことから判断すると，個人情報をコンピュータ処理する必要性があ

ると認められる。

イ 安全対策について

実施機関では，安全対策として以下の措置を講じることとしている。

藤沢市コンピュータシステム管理運営規程及び藤沢市民病院情報セキュリ

ティポリシーに基づき運用するとともに，ユーザーＩＤ及びパスワードの設

定でアクセス制限，処理権限を設定する。また，送信データはＳＳＬによっ

て暗号化されるとともに，データを送信する担当者は，事前に国へ届け出を

している者に限定する。なお，本業務の管理責任者を医療安全対策室長とし，
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業務処理を行う事務室は，職員の退庁とともに施錠し，鍵は職員の出勤時ま

で警備員室で管理する。

以上のことから判断すると，安全対策上の措置が講じられていると認めら

れる。

以 上


